
04 経済学部 （定員205名）の英語教育に関する取組（令和7年度）

就 職 進 学

就職活動 大学院入試
TOEIC (L＆R)  700点/800点以上取得を指導

大学院入試では、外部検定試験（TOEIC,TOEFL,IELTS,GTEC等）のスコアを合否判定の資料とすることが多い。

●経済学部の英語学習の目標

現代社会が直面する多様な課題に取り組むことができる人材として必要な英語の素養
をもつ学生の育成を目指します。具体的には、経済学・経営学・会計学の各分野を学
ぶうえで必要な英語文献をはじめとする英語のリソースを活用する力、海外の研究者
や学生との交流を積極的に行える英語での発信力、コミュニケーション能力を育成し
ます。これらの学修により卒業後のキャリア選択の幅を広げ、生涯を通じて継続でき
る英語学習を進めていく土台をつくります。

●経済学部の英語学習の特徴

多様な文化が共生するグローバルな現場を教材にディスカッションやプレゼンテー
ションを通じて、異文化理解力、批判的・論理的能力、合意形成能力等の養成を目
指しています。そして、社会科学の分野を学習する学生が興味を持ち、積極的に学
習する環境を整え、授業に参加することで英語を実践的に使う自信と更なる学習へ
のモチベーションを養います。専門科目の授業は英語文献の参照や英語による動画
の視聴を求められるものがあるほか、英語論文の作成や英語によるディスカッショ
ンを取り入れている少人数の演習授業もあります。

英語学習ツリー2025

経済学部 定員205名

3
年
次

「コミュニケーション英語（S&L）」「コミュニケーション英語（R&W）」（各２単位）

各学生のレベルに応じて一般教養の英語を養成：Fluencyを重視して、英語によるコミュニケーション力を高めます。

1年生必修
英語科目

「アカデミック英語（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）」「アカデミック英語（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）」 （各２単位）

各学生のレベルに応じて学術目的の英語を養成：Accuracy を重視して、英語によるプレゼンテーションができ、
英文のリサーチペーパーが書ける力を身に付けます。

2年生必修
英語科目

1 年次「修学の方法」留学と英語学習（１時間）

高年次英語
（1単位）

「経済英語」（2単位）

英語で幾つかの日本企業を学びます：リソースの活用とコ
ミュニケーション力の向上を図ります。

選 択

「経済英語」（2単位）

英語で幾つかの国・都市の歴史・社会を学び、その国の
今を考えます：リサーチ力とコミュニケーション力を高

めます。

選 択

「グローバル・コミュニケーション」（2単位）

多文化環境で働くゲスト講師とともに様々な英語による
ワークを通じてGlobal Competenceについて考えます。

選 択

「グローバル・コミュニケーション」（2単位）

多文化環境で働くゲスト講師とともに様々な英語による
ワークを通じてCultural Differencesについて考えます。

＜1～4年次＞

海外留学・研修

プログラム ECBO
（Economics 
Cross-Border 
studies）

＊交換留学
韓国 江原大学

檀国大学
フランス
クレルモン・
オーベルニュ大学

＊「隣人を知ろう！」
日中韓三カ国学生交流
プログラム

＊ 短期海外研修
ラオス・カンボジア

ほか

＊ 国際交流特別演習
学部/教員/学生が
主体的に作成した
海外演習プログラム

「Economics in English」（2単位）

経済専門分野の英語力を養成：専門分野の内容を
英語で聴く力、読む力を向上させ、英語リソースを活
用してグローバルな視点から経済を考察する力を

身に付けます。

英語で学ぶ専門科目 必修

必修

１
年
次

選 択

2
年
次
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